比較経済史の誕生 : 大塚久雄『株式会社発生史論』に関する一考察（2） by 齋藤 英里





















































































































































































会経済史学』第 7 巻第 4、5 号（1937 年）に 2 回にわたって連載された18。
　大塚と高村の接点は少なくない。船舶共有組合については大塚も関心を
持っており、高村より早く「船舶共有組合に関する一研究」（『社会経済史









本主義的組織形態史の研究』Studien Zur Geshichte der kapitalistisher 

































































































































































　脇村は 1924 年に東京帝国大学経済学部を卒業後、助手を経て、26 年に
同大学の助教授となった41。脇村の主要な関心は海運や海上保険、石油産
業などにあったが、最初に著した論稿は、「持株会社について」（『経済学


























































































































『武蔵野大学政治経済研究所年報』第 10 号（2015 年 2 月）。以下では、「比
較経済史の誕生（1）」と略記する。




京大学経営学会』第 24 巻（2015 年 3 月）、同「株式会社発生史前史として
の『分散型』と『集中型』の二つのマグナ・ソキエタス─大塚久雄『株式
会社発生史論の再検討』（2）」同上誌第 25 巻（2016 年 3 月）、②原朗「経済
史研究の課題設定と方法意識─パネル・2014 年秋─」『歴史と経済』第 229




る。その際、原は山田を 1930 年代型問題意識、大塚を 1940 年代型問題意識






本経済思想史研究』第 15 号（2015 年 3 月）を参照されたい。
 3 ただし、東大経済学部の関係者による書評や言及は管見の限り見当たらな






 4 拙稿「比較経済史の誕生（1）」、145 頁。
 5 以上に紹介した点は、『帝大新聞』第 719 号（1938 年 5 月 9 日）、6 頁による。
 6 『大塚久雄著作集』（以下、『著作集』と略記する）第 2 巻、423 頁。
 7 『著作集』第 4 巻、299 頁。





「野村兼太郎博士の人と学問─没後満 10 年にあたって」『著作集』13 巻所収
などを参照されたい。
10　増田四郎「書評」『一橋論叢』第 2 巻第 2 号（1938 年 8 月）、270 頁。
11 この点については、増田四郎「大塚史学の業績と三つの疑問」『一橋新聞』
第 683 号（1960 年 9 月 10 日）と、大塚久雄「経済史学の課題と視角─増田

















いる点は示唆的である。「社会科学の創造」『著作集』第 13 巻所収、356 頁、















の一齣─」（『経済学論集』第 2 巻第 4 号、『著作集』第 10 巻所収）は、大塚
が初めて著した本格的な論文であり、シュトリーダーに関する検討が散見す
る。




22 『著作集』第 1 巻、113 頁。
23 高村「書評」『社会経済史学』第８巻第２号（1938 年 5 月）、238 頁。
24 同上稿、243 頁。
25　初出「経済史家列伝　ヤーコブ・シュトリーダー」『社会経済史学』第 11 巻















示している。『歴史と現代』『著作集』第 11 巻所収、320－326 頁。
比較経済史の誕生
21
30　『発生史論』、第 1 章第 2 節「前期的資本の集中と集積」を見よ。
31　この点については、「近代企業家の発生とその系譜─経済史学と経営史学の




34 増田、「大塚史学の業績と三つの疑問」『一橋新聞』第 683 号、4 頁（1960 年
















38 増田四郎『西洋経済史概論』（春秋社、1955 年）、147 頁。
















『一橋論叢』第 87 巻第 3 号、1982 年 3 月所収）による。経営史家としての
藤津の業績については、米川伸一「藤津清治教授の経営史研究：ひとつのコ
メント」『一橋論叢』上掲号所収によるところが多い。
46 同様の分析は、『経営と管理』（山城章教授記念号、中央出版会、1973 年）に
藤津が寄稿した「『セメント製造会社』と株式会社」でも繰り返されている。
47 米川、前掲稿、262 頁以下。
